
 

８
月

27

日
、
浦
川
原
区
を
会
場

に
、
市
の
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 
今
回
の
訓
練
は
、
上
越
市
東
部
で
の

大
雨
に
伴
っ
て
、
浦
川
原
区
内
に
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
、
市
が
事

前
行
動
計
画(
タ
イ
ム
ラ
イ
ン)

に
基
づ

く
避
難
勧
告
を
発
表
し
た
と
の
想
定
に

よ
っ
て
、
住
民
の
避
難
や
川
で
の
水
難

救
助
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

水
難
救
助
訓
練
は
、
折
か
ら
の
雨
で

保
倉
川
が
濁
っ
た
水
で
増
水
し
て
い
る

中
で
、
実
際
に
水
の
中
に
取
り
残
さ
れ

た
人
を
救
助
す
る
と
い
う
緊
迫
感
あ
ふ

れ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
は
、
は
し
ご
車
で
の
救
助
で

す
。
は
し
ご
を
長
く
伸
ば
し
、
さ
ら
に

短
い
は
し
ご
を
架
け
わ
た
し
て
助
け
出

し
ま
し
た
。
次
は
ロ
ー
プ
に
よ
る
救
助

で
す
。
左
岸
か
ら
射
出
銃
で
対
岸
に

ロ
ー
プ
を
発
射
し
て
、
両
岸
で
固
定
し

た
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
消
防
職
員
が
取
り

残
さ
れ
た
人
を
救
助
し
ま
し
た
。 

 

住
民
の
避
難
訓
練
で
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
を
、
近
隣
の
人
た
ち
が
車
い

す
や
リ
ヤ
カ
ー
な
ど
を
使
っ
て
手
助
け

し
て
避
難
所
に
避
難
し
ま
し
た
。 

 

介
護
老
人
保
健
施
設｢

保
倉
の
里｣

に

設
け
ら
れ
た
避
難
所
は｢

福
祉
避
難
所｣

と
表
示
さ
れ
、
中
に
は
段
ボ
ー
ル
製
の

仕
切
り
や
、
５
分
で
組
み
立
て
ら
れ
る

簡
易
ベ
ッ
ド
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
研
究
中
の｢

福
祉
避
難
所｣

は
、
実
際
上
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ

う
、
今
後
整
備
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。 

 

月
影
地
区
で
は
、
宿
泊
体
験
の
で
き

る
施
設｢

月
影
の
郷｣

を
活
用
し
、
近
く

の
住
民
が
次
々
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
避

難
し
て
宿
泊
室
な
ど
に
入
り
ま
し
た
。 

 上越市議会では、定例議

会のない月には、視察や各

種会議の報告などを行う議

員懇談会とともに市内外か

ら講師を招いての勉強会を

行っています。 

 ８月25日の勉強会では、

神奈川県秦野市公共施設マ

ネジメント課長･志村高史さ

んを招いて、公共施設の更

新問題について学びまし

た。 

 主題は、人口減少が続く

中で公共施設をどうしてい

くのかという問題です。高

度成長期やバブル期に建設

された多くの公共施設が間

もなく更新時期を迎えます。  

 志村氏は、今後の人口減

少のもとでは今の公共施設

の量(数)を維持し続けるこ

とは不可能との見地から、

次のことを提言しました。 

①新規の公共施設(箱物)は

建設しない。 

②どうしても建設する場合

は、他の施設の更新を同

じ面積だけ取りやめる。 

③公共施設白書を作り、利

用者・行政それぞれに都

合の悪い情報も包み隠さ

ずすべて見せる。 

 また、上越市のデータも

分析して、市民一人あたり

の公共施設の面積を示し、

｢上越市もこれから過剰にな

る｣と指摘しました。 

 講演の内容をその

まま鵜呑みにするこ

とはできませんが、

上越市にはこれから

多くの箱物の建設計

画があるだけに、こ

の勉強会で学んだ視

点を今後の政策提言

に生かし

ていくこ

とが重要

です。 
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｢公共施設更新問題｣で議員勉強会 

要支援者の避難には近隣市民の手も 

｢福祉避難所｣の段ボール製簡易ベッド 

｢月影の郷｣に“避難”した市民 

話題のドローンも展示 水難救助訓練は、増水した保倉川で実際に水中から救助 


